
日　時： 2023年11月20日（月）午後1時30分～2時45分

場　所： おいでやすコスモス103

内容

地域住民代表 3名 合計　6名 1.現況報告（別添資料）

介護保険オンブズマン 1名 2.前回会議以降の活動と今後の予定（別添資料）

高齢介護課 1名 3.サービス評価について

地域包括支援センター 1名 4.意見交換

1.現況報告 資料に添って、副理事長、所長が説明した。

9月～11月にかけて、4～5人が入院された。全体的に利用者が少ない。

2.前回以降の活動と今後の予定　　資料に添って所長が説明した。

3.サービス評価にかかわりシートついて

・職員14名の自己評価について所長が説明した

　全体的にノーアンサーが少なく、利用者に対して柔軟な対応が出来ていると答えている職員が多い。

　定期的に内部研修を行い、外部の研修も受けている。民生委員とも連携取れるように準備。地域との関わり

　中学の体育祭見学、メダカを見に来た保育園児に声掛け等。ケアプランの個別ファイルを現場に置いて、

　更新に努めている。長期の宿泊は難しい。個人情報の取り扱いには注意していく。

　質　問 ・拘束・虐待について、「何とか出来ている」と答えている人が1人いるのが気になる。

　回　答 ・頻繁に徘徊する利用者に対して、人手が足りない時、危険回避のために予防（施錠や張り紙等）をした。

　質　問 ・「地域の民生委員を把握できていない。」が2名あるが。

　回　答 ・今は名簿を入手して把握できている。独居老人が行方不明になることがある。

　情　報 ・コロナ禍で二層協議体の活動が止まっていたが、来年2月に模擬訓練を予定。12月に会議の案内を送る。

　職　員 ・前回の会議で、委員さんからの提案を受けて、配布用のチラシを作製した。

　意　見 ・シルバー人材センター等を活用して配布してはどうか。

3.意見交換

意　見 ・美濃山地域に比べて、男山地域は高齢化率が高く、受け入れてくれる事業所が見つからない。

意　見 ・2024年4月に公表される、第9期介護保険計画を策定中。新しいサービスが出来る可能性がある。

意　見 ・先週位から、担当地域で徘徊が問題になっている人が居る。昼間は巡回出来るが、夜は無理。

意　見 ・職員不足で施設が廃業する可能性がある。ここは、連携出来ているが、自身が住んでいる地域は包括・事

　業所と民生委員との繋がりが無い。

意　見 ・介護職員の定着率が高いのは、素晴らしい事。併設のカフェの利用者が増えて認知度が上がっている。

意　見 ・最近姿が見えないと思った近所の3人が施設に入所されていた。近くにコスモスが有るのに残念。

意　見 ・一戸建てから、集合住宅に転居する方が居る。

意　見 ・最近東南アジアの人が介護施設や病院で多く働いている。研修期間が終わると一斉に帰ってしまう。

　給料が高い方に流れて行くので大変。待遇は地域差が大きい。

意　見 ・コロナ禍でタクシーの運転手が多く退職して戻ってこない。・病院から呼んでも来ない。

質　問 ・オレンジカフェにはどのような方が相談に来られるのか。

回　答 ・相談は、別室で行う。今は、認知症の勉強をしている。地域の居場所、情報交換の場所でもある。

副理事長 ・12月末で退職します。2007年に立ち上げて以来、皆さんに助けて頂いて、色々経験させて頂きました。

　ありがとうございました。

※次回　2023年度　第5回運営推進会議の予定は、1月15日(月)　13：30～。

出席者

コスモス男山　2023年度　第4回運営推進会議報告


